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「第３次宇都宮市男女共同参画行動計画」の策定等について 

 
 
１ 策定の目的 

男女が互いに人権を尊重しつつ，個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を実現す

るため，性別役割分担意識の解消や，ＤＶ防止など，男女共同参画施策事業を総合的・体系的

に取り組むための計画を策定するもの。 

 

２ 改定の必要性 

急速な少子高齢化や，東日本大震災後に価値観や働き方が見直されるなか，持続可能なまち

づくりのためには，仕事と子育て・介護等との両立支援，女性の政策・方針決定過程への参画

促進，男性の家庭・地域参画などが更に求められていることから，これらの視点を強化した計

画を策定するため，改定する必要性がある。 
 

３ 計画の位置づけ 

・宇都宮市総合計画の分野別計画 
・「宇都宮市男女共同参画推進条例」第 8 条に規定する計画 
・「宇都宮市配偶者からの暴力対策基本計画」の上位計画 

 
４ 計画期間 

・平成 25（2013）年度～平成 29（2017）年度までの 5 か年間 
 
５ 検討内容 

（1）基本的な考え方 

（2）問題・課題の抽出 

（3）計画の目標 

（4）具体的な事業と重点事業 
・固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発 
・仕事と子育て・介護等との両立支援（ワーク・ライフ・バランス） 
・政策・方針決定過程への女性の参画促進 
・男性の家庭参画促進 
・地域活動における男女共同参画の促進 
・女性に対するあらゆる暴力の防止 など 

 （5）推進体制 

 

６ 策定体制（２頁）  
（1）庁内検討組織 
（2）庁外検討組織 
（3）市民意見の反映など 

 

７ 今後のスケジュール（３頁） 

平成 24 年 5 月下旬～ 庁内検討組織開催（作業部会，推進委員会） 
6 月下旬～ 庁外検討組織開催（審議会） 

10 月上旬～ 計画案の作成 
12 月中旬～ パブリックコメントの実施 

平成 25 年 2 月中旬～ 庁議に付議 ⇒計画策定 
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策定体制 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

庁   議 
・計画の策定 

 
男女共同参画推進委員会 

 
所掌事務：原案の策定 
委 員 長：市民まちづくり部次長 
副委員長：男女共同参画課長 
委  員：人事課長，政策審議室長，みんな

でまちづくり課長，高齢福祉課

長，健康増進課長，保健予防課長，

子ども未来課長，子ども家庭課

長，保育課長，商工振興課長，学

校教育課長，学校健康課長，生涯

学習課長 

宇都宮市 
男女共同参画審議会 

所掌事務：基本計画の策定につい

て意見を述べる。 
委  員：18 名 
▽学識者② 
▽関係行政団体④ 
・栃木労働局，とちぎ男女共同

参画ｾﾝﾀｰ，小・中学校長会 
▽関係団体⑩ 
・商工会議所，連合栃木，医師

会，民児協，下野新聞社，弁

護士会，うつのみや市民会

議，女性団体連絡協議会，サ

ポセン，DV 被害者支援団体

▽公募② 
 

関係部長等会議（必要に応じ開催） 

 
意 
見 
の 
反 
映  

所掌事務：素案の策定 
部 会 長：男女共同参画課長 
副部会長：男女共同参画課事業計画 G 係長 
委  員：推進委員会を構成する関係各課 
     の係長等 

 
男女共同参画推進委員会（作業部会） 

市民の意見の反映 

・ パブリックコメント 
・ 意識調査 
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策定スケジュール 
 

検討項目等 
庁内推進委員会 

審議会 
（４回） その他 作業部会 

（４回） 
委員会 

（５回）

１ 
計画策定について 
・関係課長会議 

・庁議 

   

関係課長会議

4/13 

庁議（次）4/19

庁議（部）4/26

２ 

計画の基本的な考え方について 
・計画策定の趣旨 
・計画の位置付け 
・計画の期間 
課題の抽出 
・男女共同参画をめぐる社会状況の

変化 
・現行計画の評価（年次報告） 
・本市の現状と意識調査の結果から

5/31 
10:30～ 

9Ａ会議室 

6/6 
10:30～ 

5Ａ会議室

6/27 
10:30～ 

14大会議室 
 

３ 

計画の目標について 

・基本理念と基本目標 
・計画の体系 
・重点的な取り組み 

7/18 
13:30～ 

9Ａ会議室 

7/26 
15:30～ 

14Ｂ会議室

8/8 
13:30～ 

9A 会議室 
 

４ 

施策の展開について 

・男女共同参画推進施策・事業 
・重点事業 
・計画の目標値 
・各分野での取組 

8/下旬 9/上旬 9/下旬  

５ 素案について 10/上旬 10/中旬 11/上旬  

６ 

パブリックコメント実施にかかる 
調整 
・関係部長等会議（11/中旬） 
・政策会議（11/下旬） 
・議会への情報提供（12/上旬） 

   11/中旬 
～12/上旬 

７ パブリックコメント    12／中旬 
～1／中旬 

８ パブリックコメントを受けて最終案

の調整  1/下旬 

1/下旬 
（ﾊﾟﾌﾞｺﾒ 
郵送確認） 
2/上旬 
(意見書提出) 

 

９ 計画の決定 
・庁議    2/中旬（次）

2/下旬（部）

１０ 議会への情報提供    
決定後 
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施策の
方向

取組むべき施策
重
点

施策・事業
（黒網掛け箇所は重点事業）

１  男女共同参画推進月間の実施

○ ２　 ときめく未来へ参画会議の開催

３  男女共同参画に関する情報提供

４  ふれあいのある家庭づくり事業の実施

５  市職員への啓発

○ 6  男女共同参画推進講座の開催

７  若者への学習機会の提供

○ ８  家庭教育に関する意識啓発事業の実施

９  家庭教育に関する学習機会の提供

６  男女共同参画推進講座の開催（再掲）

10 人権（男女平等）教育の推進

○ 11 男女共同参画教育参考資料を活用した教育の実施

12 若者への性教育の充実

13 教職員を対象とした男女平等教育の研修の促進

14 事業者向け啓発事業

○ 15 事業者訪問の実施

16 ワーク・ライフ・バランスに向けた環境整備支援

17 男女共同参画推進事業者の顕彰・認証・優遇

18 勤労者向け啓発事業

19 保育園・幼稚園における多様な保育サービスの提供

○ 20 地域における子育て支援活動の充実

21 高齢者等の介護支援の充実

○ 22 男性の家庭生活への参画促進事業

４  ふれあいのある家庭づくり事業の実施（再掲）

８  家庭教育に関する意識啓発事業の実施（再掲）

９  家庭教育に関する学習機会の提供（再掲）

○ 23 男性の地域活動への参加・参画促進

24 女性の視点を反映した地域づくりの促進

25 地域活動の担い手育成

○ 26 女性の再就職支援

27 女性の起業支援

28 女性の政策・方針決定過程への参画促進

29 女性の人材育成と活用

30 女性に対する暴力防止のための啓発

○ 31 DV根絶強化月間の実施

32 配偶者暴力相談支援にかかる基本計画の策定と推進

○ 33 配偶者暴力相談支援センターの設置と機能の充実

30 女性に対する暴力防止のための啓発（再掲）

31 DV根絶強化月間の実施（再掲）

34 関係機関との連携

5　男女の生涯
にわたる健康
づくり

（1）ライフステージに応じた健
康支援

○ 35 男女の年代ごとの健康支援
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基
本
目
標
Ⅲ

（1）雇用環境の整備と働き方
の見直しの促進

（2）仕事と家庭生活などとの
両立支援の推進

（3）家庭生活における男女共
同参画の促進

4
　
女
性
に
対
す
る
暴

力
根
絶
へ
の
取
組

（2）配偶者からの暴力の被害
者への支援体制の強化

（4）地域活動における男女共
同参画の促進

（5）女性の多様なチャレンジ
への支援

（1）女性に対する暴力
防止のための啓発

3
　
仕
事
と
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活
の
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（
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）
へ
の
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「第２次男女共同参画行動計画」の体系表

基本目標

基
本
目
標
Ⅰ

基
本
目
標
Ⅱ

（1）男女共同参画の理解を促
す広報・啓発活動

（2）男女共同参画の意識を高
める学習の推進

（1）男女共同参画の視点に
立った家庭教育支援の充実

（2）男女共同参画の視点に
立った学校教育の推進
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以下，参考資料 
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施策の
方向

取り組むべき施策
重
点

事      業

1　ＤＶ防止啓発事業の実施

○ 2　若者へのデートＤＶ防止啓発事業の実施

○ 3　ＤＶ根絶強化月間の実施

4　人権啓発事業の実施

○ 5　男女共同参画啓発事業の実施

6　学校における人権教育・男女平等教育の実施

7　学校における性と健康に関する教育の実施

○ 8　相談窓口の広報活動の充実

9　外国人に対する相談窓口の周知

○ 10　相談体制の充実

11　外国人等への相談の配慮

12　法的手続等における助言・支援

（5）緊急時における被
害者の安全確保

13　警察との連携強化

14　県婦人相談所との情報共有・連携強化

15　一時保護者への支援

16　就労・日常生活・各種手続等の情報提供

17　行政情報等の提供の充実

○ 18　被害者の居場所の整備

19　住宅確保に向けた支援

20　就労準備に向けた支援

21　心と体の健康回復に向けた支援

22　福祉施策等を活用した支援

○ 23　共通相談シートを活用した同行支援

○ 24　子どもの心の回復に向けた交流事業の実施

25　子どもの心のケア・発達支援のための関係部署
・関係機関との連携

26　就学における支援と配慮

27　保育園入所における配慮

28　保育士対象のDVに関する研修の実施

○ 29　関係職員の窓口対応の向上

30　関係部署との情報共有・連携強化

○ 31　関係機関等との情報共有・連携強化

○ 32　民間シェルターとの連携

33　被害者支援ボランティア等との連携
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（8）被害者の自立に向
けた各種生活支援

（9）被害者の子どもの心
のケアや発育・就学等
に関する支援

（1）ＤＶ防止に向けた啓
発の充実

（2）人権教育や男女共
同参画の意識づくりの
充実

（3）相談窓口の周知の
強化

（4）配偶者暴力相談支
援センターの相談機能
の充実

（6）一時保護における
関係機関との連携

基本目標

　　　　　　「配偶者からの暴力対策基本計画」の体系表

５　関係機関等
と連携・協働に
より，　　ＤＶ対
策を推進する。

（10）関係部署・関係機
関等との連携強化

（11）民間団体等との連
携と協働

基
本
目
標
Ⅰ

基
本
目
標
Ⅱ

基
本
目
標
Ⅲ

基
本
目
標
Ⅳ

（7）被害者の自立に向
けた各種情報の提供


